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12月15日に新発田南高校の土木課、建築課の1年生83名が新潟国道事務所を訪れ栗ノ木道路・紫竹山道路、及び姥ヶ
山事故対策事業について学ばれました。

新発田南高校では、生徒さんに学校の授業だけでなく様々な現場を見聞することで、将来の進路の決定に役に立つよう
現場見学会や体験型見学会を行っています。

新発田南高校の生徒さんは、事業の目的や実際の工事現場を見学していただいたことにより公共事業の必要性をご理
解いただき、将来の職業選択の一助になったのではないでしょうか。

生徒さんは普段身近で見ることのない現場を訪れ、真剣な眼差しで説明者の話に耳を傾けていました。

生徒さんたちから「工事を行う際に重要なことは？」などの質問があり、最後に「今回の現場見学会で工事の重要性や役
割を教えていただいて、とても勉強になりました。」と挨拶されました。

私たちも将来を担う若者の頼もしさを感じることができました。

今回の見学会で公共事業に対する理解を深め、ぜひ将来携わる一員となっていただきたいと願っています。

新発田南高校の皆さんが「にいこく」を訪問

姥ヶ山IC現場見学座学を真剣に聞く生徒さん
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